
 

川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金交付要綱 

 

 

 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、一般乗合旅客自動車運送事業者（一般乗合旅客自動車運送事業の用に供するバ

ス車両を貸与する者を含む。）が行うバス共通ＩＣカード乗車券の共通化・相互利用化に関するシス

テムの導入事業に必要な経費について、その一部をバス共通ＩＣカードシステム導入補助金として

事業者に交付することにより、バス利用を促進するとともに、道路混雑の緩和、地域環境の改善に

資することを目的とする。 

 

（国との協調） 

第２条 この要綱が目的とする事業は、国の「公共交通移動円滑化設備整備事業」及び「バス利用促

進等総合対策事業」と協調して行うものとする。 

 

（補助対象事業者等） 

第３条 補助対象事業者は、一般乗合旅客自動車運送事業者で、川崎市内に営業所を有する事業者と

し、かつ、その営業所に属する車両とする。 

 

（補助事業及び補助対象経費） 

第４条 補助金の交付対象となる事業（以下「補助事業」という。）は、公共交通移動円滑化設備整備

費補助金交付要綱（平成１２年１１月１５日運計第１５３号）第３条に定める公共交通移動円滑化

設備、又は自動車事故対策費補助金交付要綱（昭和５５年９月１２日自保第１５１号）第３条に定

める個別対策事業でバス共通ＩＣカード車載機器を導入する事業とする。 

２ 補助金の交付対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、バス共通ＩＣカードシステム

導入事業の実施に要する経費とする。 

 

（補助金の額等） 

第５条 補助金の額は、補助対象経費に４分の１を乗じて得た額以内の額とし、予算の範囲内におい

て決定する。 

２ 補助金の額に千円未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てるものとする。 

 

（補助金の交付申請） 

第６条 補助金の交付を受けようとする者は、川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金交付申

請書（第１号様式）を、補助金の交付を受けようとする会計年度（地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第２０８条第１項に規定する会計年度をいう。）の１１月１５日までに、川崎市長（以下、

「市長」という。）に提出しなければならない。ただし、市長が特別の理由があると認めたときは、

この限りでない。 

２ 前項に規定する申請書には、次に掲げる書類を添付しなければならない。ただし、第４号に掲げ
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る書類については、前項に規定する補助金交付申請の提出期限までに提出することが困難な場合

には、補助金の交付を受けようとする者の確約書をもってこれに代えることができる。この場合

において、同号に掲げる書類は、補助事業に係る事業の完了の日までに提出しなければならない。 

（１） 申請者の営む主な事業を記載した書類 

（２） 補助事業の経費のうち、補助金によって賄われる部分以外の部分の負担者、負担額及び負 

担方法を記載した書類 

（３） 補助事業の効果を記載した書類 

（４） 国の負担を証する書類 

（５） 当該事業年度を含む「バス共通ＩＣカードシステム」導入計画書 

（６） 補助対象経費の算出の基礎がわかる書類（見積書、見積明細、仕様書等） 

（７） 「公共交通移動円滑化設備整備事業計画書」または、「都市交通の安全・円滑化に資する 

バス利用促進等総合対策事業計画書」 

（８） 車載する車両導入リスト（車両登録番号及び配置営業所名）及び車検証 

 

（補助金の交付条件） 

第７条 市長は、補助金の交付決定に際し、その目的を達成するために必要な条件を付すことができ

る。 

 

（補助金の交付決定及び通知） 

第８条 市長は、第６条の申請を受理した場合において、速やかに当該申請書に係る書類を審査し、

その内容が適当と認めるときには、補助金の交付を決定するものとする。 

２ 市長は、補助金の交付を決定したときには、速やかに川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補

助金交付決定通知書（第２号様式）により、交付決定の内容、交付の条件及びその他必要な事項を

申請者に通知するものとする。 

 

（事業内容の変更等） 

第９条 補助事業者が、補助事業の内容又は補助対象経費について変更しようとするときは、あらか

じめ、川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金交付事業計画変更承認申請書（第３号様式）

を市長に提出し、その承認を受けなければならない。 

 

（補助金の交付決定の変更及び通知） 

第１０条 市長は、前条の承認をする場合において、必要に応じ交付決定の内容を変更し、又は条件

を付することができる。 

２ 市長は、補助金の交付の変更を決定したときには、速やかに川崎市バス共通ＩＣカードシステム

導入補助金交付決定変更通知書（第４号様式）により、交付決定の内容、交付の条件及びその他必

要な事項を申請者に通知するものとする。 

 

（申請の取り下げ） 

第１１条 補助金の交付決定を受けた者（以下「補助事業者」という。）は、第８条第２項及び前条第

２項の通知後において、申請を取り下げようとするときは、速やかに申請し、その承認を得なけれ



 

ばならない。 

２ 前項の規定により申請を取り下げることができる期間は、第８条第２項又は第１０条第２項の規

定による通知があった日から３０日以内とし、取り下げの申請をしようとする者は、川崎市バス共

通ＩＣカードシステム導入補助金交付申請取り下げ届出書（第５号様式）を、市長に提出しなけれ

ばならない。 

 

（補助事業の中止又は廃止の承認申請） 

第１２条 補助事業者は、補助事業を中止し、又は廃止しようとするときは、速やかに川崎市バス共

通ＩＣカードシステム導入補助金交付事業中止（廃止）承認申請書（第６号様式）を市長に提出し

なければならない。 

 

（事故報告） 

第１３条 補助事業者は、補助事業が予定の期間内に完了しないとき、又は補助事業の遂行が困難に

なったときは、速やかに川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金交付事業事故報告書（第７

号様式）を市長に提出し、その指示を受けなければならない。ただし、補助事業が当該年度内に完

了しない場合には、当該年度の３月１５日までに提出しなければならない。 

 

（実績報告） 

第１４条 補助事業者は、補助事業に係る事業の完了（補助事業の廃止の承認を含む。以下同じ。）の

日から起算して、３０日を経過した日又は補助金の交付を受けようとする会計年度の３月１５日の

いずれか早い日までに、川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金交付事業完了実績報告書（第

８号様式）（補助事業の廃止の承認を受けた場合にあっては、第８号様式の例による補助事業廃止実

績報告書。以下同じ。）を市長に提出しなければならない。なお、提出期日の末日が休日である場合、

翌日を提出期日とする。 

２ 前項の報告書には、次に掲げる書類を添付しなければならない。ただし、補助事業の廃止の承認

を受けた場合はこの限りでない。 

（１） 請求書の写し又はこれに代わるもの 

（２） 領収書の写し又はこれに代わるもの 

（３） 自動車検査証の写し及び車載した車両リスト 

（４） 写真 

（５） 国の交付決定通知書の写し 

（６） その他参考となる書類 

 

（補助金額の決定） 

第１５条 市長は、補助事業完了実績報告書を審査し、補助事業の成果が補助金の交付決定の内容及

びこれに付した条件に適合すると認めたときは、交付すべき補助金の額を確定し、川崎市バス共通

ＩＣカードシステム導入補助金額確定通知書（第９号様式）により、補助事業者に通知するものと

する。 

２ 市長は、前項の審査に当たり、必要があるときは、現地調査をすることができる。 

３ 補助金の額の確定は、補助事業の実施に要した補助対象経費の合計額に補助率を乗じて得た額と



 

交付決定額（交付決定額が変更されたときは、変更後の額とする。）のいずれか少ない額とする。 

 

（補助金の交付及び請求） 

第１６条 市長は、前条の規定による補助金額確定後、補助金を交付するものとする。 

２ 補助事業者は、前条第１項の規定による補助金額確定通知書を受けた後、速やかに補助金の交付

を受けるため所定の請求書を市長に提出しなければならない。 

 

（決定の取消し） 

第１７条 市長は、補助事業者が、次の各号のいずれかに該当するときは、補助金の交付決定の全部

又は一部を取り消すことができる。 

（１） 偽りその他不正な手段により補助金の交付を受けた場合 

（２） 補助金を他の用途に使用した場合 

（３） 第１５条第２項の規定による調査について、正当な理由なく拒み、妨げ、又は忌避した場合 

（４） 第９条の規定による申請の取り下げに係る書類の提出があった場合 

（５） 第１２条の規定による申請の補助事業の中止又は廃止に係る書類の提出があった場合 

（６） 補助金の交付、決定の内容又はこれに付した条件に違反した場合 

（７） その他、この要綱に違反したと認められる場合 

 ２ 前項の規定は、補助金の額の確定後においても適用があるものとする。 

 ３ 第８条第２項の規定は、第１項の規定による取消しをした場合について準用する。 

 

（補助金の返還） 

第１７条 市長は、補助事業者が補助金の交付を受けたにもかかわらず、補助金の交付を受けた会計

年度内（国における出納整理期間を含む。）に国から川崎市と協調する所要の補助金の交付を受けな

かった場合には、その補助金の全部又は一部の返還を命ずることができる。 

２ 市長は、前条の規定により補助金の交付を取消した場合において、補助事業の当該取消しに係る

部分に関し、既に補助金が交付されているときは、その補助金の全部又は一部の返還を命ずること

ができる。 

 

（財産処分の制限） 

第１８条 補助事業者は、補助事業により取得した財産（以下「取得財産」という。）については、補

助事業完了後においても、善良な管理者の注意をもって管理するとともに、その効率的な運営を図

らなければならない。 

２ 補助事業者は、補助金を受けてから５年が経過するまでは、市長の承認を受けないで、取得財産

をこの補助金の交付の目的に反して使用し、譲渡し、変換し、廃棄し、貸付し、又は担保に供して

はならない。 

３ 補助事業者は、前項の処分をしようとするときは、あらかじめ、財産処分承認申請書（第１０号

様式）を市長に提出し、その承認を受けなければならない。 

４ 取得財産を市長の承認を受けて処分することにより収入があった場合は、市長はその収入の全部

又は一部を市に納付させることができる。 

 



 

（帳簿の保存） 

第１９条 補助事業者は、補助事業に関する収支を明らかにした帳簿を備え、補助事業の完了後５年

間保存しなければならない。 

 

第２０条（その他） 

 この要綱に定めるもののほか、この補助金の交付に必要な事項については、市長が定める。 

 

附 則 

 １ この要綱は、平成１８年１１月１５日から適用する。 

 



 

 第１号様式（第６条第１項） 
 

    年  月  日 
 
 
 

川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金交付申請書 
 
 
（あて先）川 崎 市 長 
 
                           申請者住所（所在地） 
 
                           申請者氏名（代表者名）       印 
 
 
  川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金交付要綱に基づき、補助金の交付を受けたいので

次のとおり申請します。 

 
 １ 補助金交付申請額 金        円 
 
 
２ 補助事業の内容 

 
  (1) 導入を予定する営業所名（以下「営業所」という。）とその所在地 
 
  (2) 営業所の営業区域 
 
 
 ３ 補助事業の補助金によってまかなわれる部分以外の部分の負担者、負担額及び負担方法 
 

補助事業の経費 国庫補助金 地方公共団体補助金 不足分負担者 

円 円 円 円 

 
 ４ 補助対象経費の内訳  

 
補助対象設備 補助対象事業の着

手及び完了予定日
補助対象経費 補助金額 

１ 
    

２ 
    

…
     

計 
    

 
 
 ５ 補助事業の効果 
 
 ６ 当該事業年度を含む「バス共通ＩＣカードシステム」導入計画 

（単位：円） 



 

第２号様式（第８条第２項） 

 
 
 
 
 

川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金交付決定通知書 
 
 

川崎市指令  第  号 
 

申請者住所（所在地）    
 

申請者氏名（代表者名）    
    
 
 
     年  月  日付け第 号で申請のあった川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金 
 
については、次のとおり交付決定しましたので通知します。 
 
 
 
 
       年  月  日 
 
                           川 崎 市 長          印 

 

 
 
 補助金の交付の対象となる事業、補助金の額及び補助対象経費は、次のとおりとする。 
 
 
 

事 業 名 

補助対象経費            円 

補 助 金 額            円 

 

 

 



 

第３号様式（第９条） 
 
                                      年  月  日 
 
 

川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金交付事業計画変更承認申請書 
 

 
 
（あて先）川 崎 市 長 
 
                           申請者住所（所在地） 
 
                           申請者氏名（代表者名）       印 
 
 
 
     年  月  日付け川崎市指令  第   号により交付決定通知のあった川崎市バス共

通ＩＣカードシステム導入補助金交付事業の一部を変更する必要があるので、川崎市バス共通 I

Ｃカードシステム導入補助金交付要綱第９条の規定により、次のとおり申請します。 

 
 
 
 １ 変更内容 
 
 
 
 
 ２ 変更理由 
 
 
 
 
 ３ 補助金交付申請書（写し）に変更する部分を上段のかっこ書きしたもの 
 
 
 
 
 ４ その他必要な書類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

第４号様式（第１０条第２項） 
 
 

川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金交付決定変更通知書 
 
 

川崎市指令  第  号 
 

申請者住所（所在地）    
 

申請者氏名（代表者名）       
 
 
     年  月  日付け川崎市指令  第  号をもって補助金の交付決定をし、  年   
 
月  日に補助事業の変更承認申請のあった、川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金につ 
 
いては、次のとおり変更したので通知します。 
 
 
 
       年  月  日 
 
                           川 崎 市 長          印 
 
 
 
 
 
 １ 変更後の補助金の額 
 
   金          円 
 
 
 ２ 補助事業の内容等 
  

   川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金事業 

 変更前の補助金の額       金            円 

 変更後の補助金の額       金            円 

 

 変更による増減額                       金            円 

 

 
 
 ３ 補助事業及び変更内容 
 
  川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金に係る補助事業計画変更承認申請書のとおりと 
 
する。 

 
 ４ 補助金交付の条件 
 



 

第５号様式（第１１条第２項） 
 
                                      年  月  日 

 
 
 

川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金交付申請取下届出書 
 
 
（あて先）川 崎 市 長 
 
                           申請者住所（所在地） 
 
                           申請者氏名（代表者名）       印 
 
 
 
 
       年  月  日付け川崎市指令  第   号により交付決定通知のあった川崎市バ 
 
ス共通ＩＣカードシステム導入補助金については、次の理由により取下げます。 
 
 
 
 １ 補助金額 
 
 
 
 ２ 申請年月日 
 
 
 
 ３ 理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

第６号様式（第１２条） 
 
                                      年  月  日 
 
 

川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金交付事業中止（廃止）承認申請書 
 
 
（あて先）川 崎 市 長 
 
                           申請者住所（所在地） 
 
                           申請者氏名（代表者名）       印 
 
 
    年  月  日付け川崎市指令  第  号により、補助金の交付決定通知のありました、

川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金交付事業について、次の理由により、同事業を中止

（廃止）したいので、川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金交付要綱第１２条の規定により

次のとおり申請します。 
 
 
 
 １ 事業を中止（廃止）する理由 
 
 
 
 
 ２ 事業を中止する場合は，その期間及び再開後の完了予定期日 
 
 
  ⑴ 中止期間       年  月  日 ～    年  月  日 
 
 
  ⑵ 完了予定期日     年  月  日 ～    年  月  日 
 
 
 ３ その他必要な書類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

第７号様式（第１３条） 
 
                                      年  月  日 
 

川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金交付事業事故報告書 
 
 
（あて先）川 崎 市 長 
 
                           申請者住所（所在地） 
 
                           申請者氏名（代表者名）       印 
 
 
      年  月  日付け川崎市指令  第   号で補助金の交付決定通知のありました、

川崎市バス共通ＩＣカード導入補助金交付事業について、川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補

助金交付要綱第１３条の規定により、次のとおり報告します。 
 
 
 
 
 １ 事故の種類 
 
 
 
 
 
 ２ 事故の主な原因 
 
 
 
 
 
 ３ 事故に対する補助事業者の対処方針 
 
 
 
 
 
 ４ 事故に伴い経費の配分に変更がある場合はその内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

第８号様式（第１４条第１項・第１４条第２項） 
 
                                     年  月  日 
 

川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金に係る補助事業完了実績報告書 
 
 
（あて先）川 崎 市 長 
 
                           申請者住所（所在地） 
 
                           申請者氏名（代表者名）       印 
 
 
   年  月  日付け川崎市指令  第   号をもって補助金の交付決定のありました川崎市 
 
バス共通ＩＣカードシステム導入補助金交付事業を完了したので、川崎市バス共通ＩＣカードシステ

ム導入補助金交付要綱第１４条の規定により、次のとおり報告します。 

 
 
 １ 補助事業に要した経費 
 

 補助対象設備 補助対象経費 補助金額 

１ 
   

２ 
   

…
    

計 
   

  
 ２ 完了した補助事業の概要 
 
  ⑴ 導入した車種 
 
  ⑵ 導入した営業所 
 
 ３ 補助事業の完了年月日       年  月  日 
 
 ４ その他添付書類 
 
  (1) 請求書の写し又はこれに代わるもの 
 
  (2) 領収書の写し又はこれに代わるもの 
 
  (3) 自動車検査証の写し及び車載した車両リスト 
 
  (4) 写真 
 
  (5) 国の交付決定通知書の写し 
 

(6) その他参考となる書類 
 



 

第９号様式（第１５条第１項） 
 

川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金額確定通知書 
 
 

川崎市指令  第  号 
 

申請者住所（所在地）    
 

申請者氏名（代表者名）    
    
 
 

  年  月  日付けで完了実績報告のありました川崎市バス共通ＩＣカード導入補助金交付

事業の補助金額を次のとおり確定しましたので通知します。 
 
 
  補助金額は、次のとおりです。 
 
 
  補助金額  金          円 
 
 
 
 
       年  月  日 
 
                           川 崎 市 長          印 



 

 第１０号様式（第１８条第３項） 
 
 
                                      年  月  日 
 

財 産 処 分 承 認 申 請 書 
 
 
（あて先）川 崎 市 長 
 
                           申請者住所（所在地） 
 
                           申請者氏名（代表者名）       印 
 
 
 
 川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金交付事業に係る財産を次のとおり処分したいので、

川崎市バス共通ＩＣカードシステム導入補助金交付要綱第１８条第３項の規定により、次のとおり申

請します。 

 
 
 １ 処分しようとする財産 
 
 
  ⑴ 車 種 
 
 
  ⑵ 所在地 
 
 
 ２ 処分の内容 
 
 
 
 
 ３ 処分の相手方の氏名又は名称及び住所又は所在地 
 
 
 
 
 ４ 処分の相手方の利用方法 
 
 
 
 
 ５ 処分しようとする理由  
 
 
 
 
 ６ 処分しようとする財産の取得に関する明細 
 


